
税金は、国民の三大義務の
一つであること、全ての国民
が健康で豊かな生活を送るた
めにみんなが出し合う「会費」

のようなものであることを学ぶとともに、大切に使
いたいという気持ちを高めていました。
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明 る く か し こ く た く ま し く

校訓「強く伸びよ 夢も育てよ 清水っ子」

６月１３日(木)、１年生が楽しみにして
いた「タブレット贈呈式」を行いました。「こ
のタブレットは、みなさんの学習がもっと
分かりやすくなるようにと、借りたもので
す。描(書)いたり、写真や動画を撮ったり、
できたものを見せたり、分からないことを
調べたり、問題を解いたり、と色々なこと
ができる便利な道具です。どんなふうに使
いますか。」と尋ねると、「大事に使う。」「落
とさないように使う。」「勉強に使う。」等の
声が上がりました。その後、一人一人にタ
ブレットが手渡されました。使い方の約束
を読み上げながら確かめ合った１年生は、

この後、タブレット
を使って学習するこ
とが楽しみでたまら
ない様子でした。き
っとどんどん使い方
に慣れ、使いこなし
てていくことでしょ
う。

暑い日が続き、前日水やりをしても
朝になると土はカラカラに乾いていま
す。そのため、子どもたちは、登校後
すぐに、人権の花や花壇の花、畑の野
菜に水やりをしています。そのおかげ
で、花のボリュームは徐々にアップし、
野菜の背丈が伸び葉も大きくなってい
ます。植栽したとき、「植物は話ができ
ないので毎日様子を見てぴったりの世
話をしてほしい」とお願いしたことを
しっかり実践している清水っ子です。

養護教諭になることを目指してい
る〇〇〇さん(清水小学校の卒業生で
す)が６月１７日から６月２８日まで
の間、清水小学校で養護実習をして
います。２週間、「チーム清水小」の
一員として「夢に向かって続けよう
どんチャレ!きっとできるぐんのび!」
を楽しみながら、清水小で実習でき
て良かったと思える経験をしてほし
いと思っています。

「子どもたちとたくさん関わり、一人一
人と真剣に向き合いたいです。また、常に笑
顔で子どもたちと関わり、
楽しみながら多くのこと
を学びたいと思っていま
す。母校で養護実習がで
きてとても嬉しいです。
２週間、よろしくお願い
します。」(〇)



６月１８日(火)、体育委員をはじめと
する保護者の皆様にご協力をいただき、
５・６年生がプール掃除をしました。
この後、注水装置の確認が終わり次第、
水をため、条件が整ったらプール開き
となります。

６月１８日(火)、大仙市社会福祉協議会の方々とボランティアの方々をお迎えして、
バリアフリー学習をしました。４年生は、高齢者や視覚不自由者、車椅子利用者の疑似
体験をしたり介助体験したりすることを通して、どのようなハンディキャップがあるの
か、どうしてもらうと嬉しいのか、自分は何ができるのかを考え
ていました。学校教育目標「豊かな心まっすぐ伸びる清水っ子」
に、また一歩近づくことができた２時間でした。

６月１９日(水)、清水小学校出身の中
仙中学校１年生が「あいさつ元気運動」
で来校しました。今年度の小中連携の「あ
いさつ元気運動」はこれで最終回となり
ます。「いつでも・どこでも・誰にでも
・一人でも」進んで元気ハツラツなあい
さつができる子は友達との関係が良好に
なり、仲良く学校生活を送っている様子
が見られますし、地域の方から可愛がら
れ、いつも気にかけてもらえる存在にな
るようです。そんないいことばかりのあ
いさつですので、家庭での「おはよう」
から始まり「おやすみ」で終わる「あい
さつ元気運動」を日常的に自主的に続け
てほしいと思っています。朝、玄関前で
子どもたちを迎えるとき、「おはようご
ざいま～す!!」という声が聞こえると、
幸せな気持ちになります。

６月１７日(月)、中仙分署消防署員３名か
ら５・６年生に「心肺蘇生」を教わりました。
いざというとき、大事な人を救うことができ
るように、また、救う手伝いができるように、
真剣に取り組んでいました。


